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はじめに

　2022年11月28日に政府が打ち出した「資産所得倍増プラン」を受けて、
2023年度税制改正大綱によりNISA制度は大幅に見直しされています。
従来のNISA制度（一般NISA・つみたてNISA・ジュニアNISA）は2023
年をもって終了し、2024年から拡充・恒久化された新制度が開始される
ことになりました。
　比較的複雑だった従前のNISA制度に比べ、新しい制度はシンプルな
設計になっており、利用者からするとわかりやすいものになっています。
非課税投資枠が大幅に拡充され、非課税保有期間も恒久化されたことか
ら、資産形成・資産運用上の利便性も高まっています。
　こうしたことから、NISA利用者の７割を占めていた中間層だけでな
く、高所得・富裕層にも魅力的に映る制度となり、関心が高まっていま
す。しかし、シンプルな制度設計になったとはいえ、「長期の資産形成
でどう利用すればいいか」「効果的に活用するにはどう投資枠を振り分
ければいいか」「売却や再投資のタイミングはどうしたらいいか」といっ
た声は多く、「そもそも自分に合った投資はどのような形か」という悩
みを持つお客さまも少なくありません。
　このようなお客さまに対し、金融機関の担当者としては適切なアドバ
イスを行うことが求められます。従前からNISAを利用されているお客
さまと同じように、新規のお客さまに対しても十分にニーズを聞き取り、
適切な提案を行うことが求められます。
　安易にインデックス・ファンドをすすめるのではなく、お客さま情報
のプロファイリングをしてポートフォリオを作成し、最適な商品を提案
する――。これは、担当者として当たり前に持っておきたい姿勢です。
丁寧にお客さまの状況やライフプラン等を把握し、状況の変化に合わせ
て資産形成・資産運用のサポートを継続していく必要があります。
　さらに、資産所得倍増プランでは、「金融経済教育の充実」や「顧客
本位の業務運営の確保」といったことが謳われています。こうした方向
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性を受けて、高い公共性を持つ金融機関としてはしっかりと態勢整備を
行い、各担当者も十分な知識を持って、お客さまに対応することが求め
られるでしょう。
　本書は、従来のNISA制度を踏まえたうえで、改正のポイントや利用
のメリット、手続きといった基本的な知識を解説しています。合わせて、
お客さまにどのようにアプローチし、相談対応やポートフォリオ作成、
アドバイス・提案を行えばよいか、実践的なノウハウ・テクニックを盛
り込んでいます。本書を参考に、お客さまの資産形成・資産運用のコン
サルティングに臨んでみてください。担当者の皆様や皆様のコンサル
ティングを待つ多くのお客さまの満足度アップにつながることを願って
やみません。
　なお、本書は2023年10月現在施行されている法令等に基づいて解説し
ています。
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2 3第１章 ◆ 新NISAで変わる！ お客さまニーズと営業推進方法

①旧NISA の概要
　旧NISAは、「NISA口座（非課税口座）」内で、毎年一定金額の範囲内
で購入した金融商品から得られる利益が非課税になる制度です。
　通常、株式や投資信託などの金融商品に投資した場合、売却して得ら
れた利益には約20％の税金がかかりますが、NISA口座をとおして得られ
た利益には税金がかかりません。
　旧NISAには、一般NISA・つみたてNISA、未成年が利用できるジュニ
アNISAの３種類があります。それぞれの制度について、次の図表をご覧
ください。

　ロールオーバーとは、非課税期間（５年）が終了した際に、一般NISA
やジュニアNISAで保有している金融商品を翌年の年間投資枠に移行（移
管）することです。

　年間非課税投資枠の一
部を売却すると、その分
の枠は再利用できませ
ん。また、１年の非課税
投資枠の未使用分を、翌
年以降に繰り越すことは
できません。

1 旧NISAと新NISAの制度概要
図解

●旧NISA（2023年までのNISA）制度

一般NISA つみたてNISA ジュニアNISA

対象年齢 18歳以上 18歳以上 18歳未満

年間投資上限額 120万円 40万円 80万円

非課税期間 ５年 20年 ５年

口座開設期間 ～2023年末 ～2023年末 ～2023年末

投資対象商品
上場株式・ETF・

公募株式投資信託・
REIT等

長期・積立・分散
投資に適した

一定の投資信託
一般NISAと同じ

●非課税期間とロールオーバーのイメージ

●年間非課税投資枠の再利用不可イメージ

2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 …

2018
80万円

120万円

2019
80万円

120万円

2020
80万円

120万円

2021
80万円

120万円

2022
80万円

120万円

2023
80万円

120万円

非課税
期間

投資
開始年

非課税期間５年 課税口座に払出
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2 3第１章 ◆ 新NISAで変わる！ お客さまニーズと営業推進方法
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〈執筆者紹介〉（五十音順）

上村 武雄（かみむら・たけお）
ノット・アドバイザーズ代表
メガバンクで法人および個人取引を中心に金融取引の経験を積み、その後米系のプラ
イベートバンクで、超富裕層の資産運用および提案業務に従事、100億円以上の資産管
理を任される。ポートフォリオ提案を得意とするが、デリバティブを活用した資産保全
も行う。近年は資産運用や資産承継・事業承継の経験を活かし、プライベートバンカー
のチームマネージャーとして、5000億円以上の資産管理を行う。
現在は、金融アドバイザーとして活動中。

桑田 恵美子（くわた・えみこ）
株式会社孝翠　主任コンサルタント
銀行勤務時の研修講師や臨店指導の経験を生かし、現場の事例を交えた受講生のニー
ズに寄り添った研修を行う。研修前日には競合他行等の臨店を行う等、手間を惜しまぬ
準備がモットー。主な講義内容は、ビジネスマナー、CS向上、コミュニケーション、業
務知識（預金・為替等）、窓口担当者、電話応対、リーダー養成等の研修、モニター調査、
臨店調査。現在は、雑誌・通信教育教材の執筆等でも活動中。

塩川 和彦（しおかわ・かずひこ）
地方銀行で預かり資産営業の企画に長年従事、営業推進の企画業務を通して、全国の
地方銀行と幅広い人脈を持つ。その後、金融制度対応を行う企画業務を担当し、税制
改正時は自行のルール策定に携わる。現在は、自行とグループ証券子会社との橋渡し
を担い、金融商品仲介業務の仕組みを確立させるとともに、ファイナルグループの預か
り資産営業の推進企画を行う。また、預かり資産関連のシステム更改時や新システム導
入時、地銀が共同参画するシステム検討の場でも活動中。

白浜 仁子（しらはま・ともこ）
ｆｐフェアリンク株式会社　代表取締役
CFP®認定者
1990年福岡銀行に就職し、主に窓口業務に従事。結婚、出産を経て2008年より内山FP
総合事務所株式会社にて独立系FPの業務を経験する。2016年に独立系FP事務所FAIR 
LINKを設立し、その後、法人化して現職。家計、資産運用、住宅購入、生命保険など
ライフプラン全般について女性ならではの視点でコンサルティングを行うのが特徴。ま
た、障害を持つ子の親亡き後問題やおひとりさまの終活サポートにも尽力する。講演や
執筆も多数あり。

菱田 雅生（ひしだ・まさお）
1993年、早稲田大学法学部卒業後、山一証券に入社し営業業務に携わる。山一証券自
主廃業後、金融商品や保険商品は一切売らない独立系FPに。以後約25年にわたり、講
演や執筆を中心に活動。講演回数4,500回超、原稿執筆3,000本超。2020年にYouTube「正
直FPヒッシー先生の『お金の増やし方』チャンネル」をスタート。主な著書に『日経
マネーと正直FPが考え抜いた！迷わない新NISA投資術』（日経BP）などがある。

藤原 久敏（ふじわら・ひさとし）
藤原FP事務所・藤原アセットプランニング合同会社代表
CFP®認定者、１級ファイナンシャル・プランニング技能士
大阪市立大学（現：大阪公立大学）文学部哲学科卒業後、尼崎信用金庫を経て、2001
年にFPとして独立。2007年より大阪経済法科大学経済学部非常勤講師を勤める。現在
は、資産運用に関する相談・執筆・講演を中心に活動中。主な著書に『攻めのほった
らかし投資術』『超得ふるさと納税』（いずれも彩図社）など30冊を超える。

目黒 政明（めぐろ・まさあき）
株式会社生活設計塾クルー　代表取締役　
CFP®認定者、１級ファイナンシャル・プランニング技能士
1983年、慶應義塾大学法学部卒業後、大和証券、独立系FP会社等を経て、2002年、生
活設計塾クルー取締役に就任（2010年より代表取締役）。現在は、金融商品取引法上の
投資助言業者として有料の運用相談、マネーセミナーの講師などを務めている。他に、
金融機関向け通信講座のテキスト執筆、確定拠出年金の継続教育の講師なども多数手
がけている。著書に『実践的「投資信託」入門』（ダイヤモンド社）などがある。
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